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別紙2
令和元年度大学コンソーシアムとちぎ学生活動支援事業 報告書

機関名 国際医療福祉大学（学生課）

団体等名 IUHWローター アクトクラブ

学生代表者氏名 町田結花 、

（所属・学年） 雷鵬覚斡2年

責任教職員氏名 大石剛史（医療福祉・マネジメント准教授・ボランティアセンター長）

1. 事業名 復興の輪を広げよう～栃木の新鮮野菜や果物で笑顔を作るプロジェクト～
2. 疇時期 令和元年9月～令和2年2月
3. 疇場所 宮城県山元町
4. 事業の内容等 災害復興をテーマに栃木県で生産された野菜や果物を宮城県山元町にある普

門寺が開催するてらマルシェに出店。販売を通してその街の住人の方とのコミ
ュニケーションを図りながらこころのケアを行う。現在、東日本大震災より9年の
月日が経ち、現地の方の復興支援は年々薄れていく中で、会話を通して今の
現状を把握し、これからの支援に繋げていく。 宮城県の方に栃木の
美味しい野菜や果物を知っていただきながら、宮城県から観光にいらしていた
だけるよう、近隣の福島県などもPRする。（宮城県からのルートの説明など）
販売の売り上げは、義援金としてすべて寄付し、山元町の復興に役立てていた
だく。

5. 事業の成果と今 高齢の方や子供たちとの会話の中で、栃木県の名産や宮城県の名産の話で場
後の課題 の雰囲気がとても良く、楽しい時間を過ごすことができた。今回、販売するはず

だった栃木県のお野菜がうまく手に入らず、急逮、福島県で梨農園を営んでい
る鈴木農園さんのご厚意で梨を入手。販売することができた。今後は栃木（大田
原）の農家さんともう少し連絡を密に取り合い、栃木県産の品物を宮城県の方に
知っていただきたいと思う。






